
 

 
 
 
 
 

第８期（2021 年度～2023 年度） 

長和町高齢者プラン 

住み慣れた地域で支え合い、 

自分らしく安心して暮らし続けられる 

地域社会の実現を目指して 

基
本
理
念 

 

持続可能な介護サービス運営体制の整備 

安心して暮らせるまちづくりの推進 

いきいきと活動し、健康長寿の喜びを実感できるくらし 

 

基
本
目
標 

 

 
 

介
護
予
防
新
規
事
業 

リハビリ を 

派遣 します。 

運動はそれぞれの要望に合わせて実施 

地区の 

集まり 

趣味の 

集まり 

ご近所の 

お茶のみ 

 

 要件 1 

 要件 2 

65 歳以上の方を含む 5 人以上の住民グループ 

１か月に１回以上運動をするために集まるグループ 

リハビリ専門職派遣のお問い合わせ 
長和町 町民福祉課 高齢者支援係・保険係 

 ☎0268-75-2046（直通）

 

要件は２つだけ 

無
料
で 

 

集まりのついでに健康づくりしませんか？ 

 

専
門
職 

みなさんの集まる場所に 

みなさんの 健康長寿 を応援します！ 

体力の落ちた方、足腰の衰えを感じる方、運動したい方 



 

 

年齢別人口の状況 

2020 年１０月１日現在において、

長和町の人口は外国人を含め 5,899

人となっています。人口を年齢別・男女

別でみてみると、高齢者が多く、年齢が

下がるにつれて人口の少なくなる典型

的な逆ピラミッド型をとっており、こ

の傾向は年々強まっています。そして、

最も人口の多い年代は男性では６５歳

～７４歳、女性では７０歳～７４歳で

あることから、2020 年１０月 1 日現

在、長和町の高齢者人口はピークを迎

えていることがうかがえます。（図１） 

人口と高齢化率の推移  

長和町の高齢化率は 2020 年において

42.1％となり、全国平均の 28.9％、長野県平

均の 32.4％を大きく上回っています。また、

2010 年の高齢化率と比較すると、全国平均で

は 6.1 ポイント、長野県平均で６ポイントの上

昇であるのに対して長和町では８ポイントの

上昇であり、高齢化のスピードもまた全国や県

と比べても非常に速く進んでいることが読み

取れます。この傾向は団塊の世代が７５歳以上

となってくる2025年を経過しても変わらず、

推計によると 2031 年には高齢化率が 50％

を超えることが見込まれています。（図２） 

介護保険給付費の推移 

2000 年より介護保険制度が開始されて

以降、制度の定着・利用サービスの充実等に

より給付額は年々増加傾向にあります。特に

2018 年度以降の給付費の増加はそれ以前

と比べて非常に速いペースで増加しており、

2019 年度のサービス利用にかかる給付費

は 938,379,579 円となり 2017 年度と比べ

92,407,133 円の増となっています。（図 3） 

 

 

 

保険料賦課段階別区分  

保険料は、住民税の課

税状況、年金収入等の所

得状況に応じ、段階別に

分かれています。各段階

の保険料は、第５段階を

基準とし、各段階の保険

料率を乗じ算定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地域包括ケアシステムの推進・深化   

「持続可能な介護サービス運営体制の整備」 

近年頻発・大規模化する災害や感染症の拡大、そして、高齢化の進行により今後介護ニーズの更なる増加が予

想されるなか、介護保険サービスや医療、町や地域独自のサービスが継続して提供し続けられることの重要性が

高まっています。制度の持続可能な運営のため、災害や感染症等の緊急事態への対応のほか、自立支援、介護予

防・重度化予防、給付の適正化に取り組んでいきます。 

 

「安心して暮らせるまちづくりの推進」 

多くの方は、高齢になっても住み慣れた自宅で暮らし続けたいと願っています。高齢者実態調査でも約 55％

の方が可能な限り自宅で生活したいと回答しています。高齢者のニーズに合わせた健康づくりや介護予防事業の

充実を図り、たとえ介護や医療が必要な状況や認知症になっても、地域の支え合いのもと自分らしく暮らし続け

るためのサービスが受けられる体制づくりを進めていきます。 

 

「いきいきと活動し、健康長寿の喜びを実感できるくらし」 

高齢者の知識や経験が生かされ、積極的な社会参加を実現していくことができるよう、生きがい対策の推進を

図るというものです。明るく活力に満ちた高齢社会を作り上げていくためには、高齢となっても、一人ひとりが、

生きがいを持ち、社会との交流を保ち、個人の経験・知識を生かして積極的に役割を果たしていくことが必要で

あり、また、こうした取り組みを受け入れる社会環境の実現が必要です。高齢者の自己実現を図ることができる

社会を作り上げることを目指して、生きがいづくりや社会参加を支援していく施策を推進していきます。 

月額 年額

第１段階
0.35

（0.15）
2,100

900
25,200
10,800

第２段階
0.50

（0.25）
3,000
1,500

36,000
18,000

第３段階
0.70

（0.65）
4,200
3,900

50,400
46,800

第４段階 0.90 5,400 64,800

第５段階 1.00 6,000 72,000

第６段階 1.15 6,900 82,800

第７段階 1.35 8,100 97,200

第８段階 1.60 9,600 115,200

第９段階 1.80 10,800 129,600

第10段階 2.00 12,000 144,000

保険料
保険料率

（軽減後）

本人以外の世帯員に
課税者がいる

本人の課税年金収入額と合計所
得金額が80万円以下

第４段階に該当しない

本人が課税

合計所得金額120万円未満

合計所得金額120万円以上210万
円未満

合計所得金額210万円以上320万
円未満

合計所得金額320万円以上500万
円未満

合計所得金額500万円以上

段　階
内　　　　容

住民税 基　　準

世帯全員
が非課税

生活保護受給者または老齢福祉年金
受給者、本人の課税年金収入額と合
計所得金額が80万円以下

課税年金収入額と合計所得金額
が120万円以下

第１・第２段階に該当しない


